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要旨 ： 諸外国におけ る温熱 環境基準 の 現状 につ い て、関連する報告書、関連学会の 資料、関連 論文 をイ ン タ

ー
ネッ トお よ び 文献デー タベ ース で 調査 した 。 さらに、電子 メール 等で 諸外国 の 関係組織 に 直接問い 合わせ て

最新の 情報 を入手 した。ア メ リカ 合衆国、カ ナ ダ、イ ギ リス 、フ ィ ン ラン ド、中国、香港特男哘 政 区、シ ン ガ

ポー
ル 、オース トラ リア、ニ ュ

ージー
ラン ドの 合計 9 ヶ 国お よび 1行政区に お け る 12の 関係諸機関か らの 庸

報 を得 た。夏 と冬の 基準を別々 に設定 して い る 関係 諸機 関 が多くみ られ鶴 夏場の 温度の ヒ限は、諸外国の 関

係諸機関によ っ て 21〜30℃ と大きく異なっ て い た。

キー
ワ
ード ：温熱環境、オフ ィ ス 、室内労働環境、国 際比 較

　　　　　　　　　 1 ．1ま じめ に

　我 が 国 に お け る 「建 築物 に お け る 衛 生 的 環 境 の 確 保

に 関す る 法 律」 健 築 物 衛 生 法 ）で は 、建 築物 の 維 持管

理 に 関 し て 、環境衛生 上 必 要 な事 項 等 が 規 定 され て い

る。こ の 法律 は 昭和 45年 に 施 行 され 、そ の 中で 維 持 管

理 基 準 と して 規定され て い る値 は 、数十年前 の 実験や

調 査か ら推測 され た も の で あ る。

　昨 今、京 都議 定書 目標達成 の
一

環 と し て 「ク
ー

ル ビ

ズ ・ウtY ム ビ ズ 運 動 」 が広 く普及 しつ つ ある が、こ

れらの 基準値の 根拠 とな っ て い る と思 われ る ｝一記 法 令

の 制 定当時 とは、現在 の 空調設備や建 物 の 構造、オ フ

ィ ス 内 の 備 品 な ど の 要 因 は 大 き く変化 し て お り、現在

に もそ の ま ま適 応 可能 か ど うか も含 め 、様 々 な 論 議 も

なされ て い る』

　 本 研 究 は、温 熱環 境 に 関す る諸外国 の 規制の 状況 に

関す る調 査 を行 い 、そ れ ぞ れ の 現 状 を把握す る こ と を

目的 と し て い る。

　　　　　　　　　2 ．調査方法

　諸 外 国 の 温 熱 環 境基 準 に 関 す る報 告書、関連 学会 の

資料、関連 論 文 を イ ン ターネ ッ トお よび 文 献 データ ベ

ー
ス で 調 査 した。さらに 、電子 メ

ール 等で 諸外国の 関

係 組 織 に 直 接 問 い 合わ せ て 最新 の 情報を入 手 し た。欧

州 、北米、ア ジ ア 、オ セ ア ニ ア を調 査対 象 国 と し た n

　　　　　　　　　　3 ．結 果

　本研究 の 調査 で は、ア メ リカ 合衆国、カ ナ ダ、イ ギ

リス 、フ ィ ン ラ ン ド、中国、香港特別行政区、シ ン ガ

ポー
ル 、オース トラ リア、ニ ュ

ージー
ラ ン ドの 温 熱環

境基 準 に 関す る 情報 を得 た。表 1 に本調 査で 得た 基準

値 を
一

覧 に し た 。

1 ．ア メ リカ 合 衆国

　関係省庁 や 関係 団体 等 が 温 熱 環 境基 準 を 定め て い る。

代表 的 なも の は 、1） ア メ リ カ 暖 房 冷 凍 空 調 学 会

（ASHRAE）、2））保健省 （DHHS）、3）労働安 全 衛 生 局

（OSHA＞で あ る。以 下、そ れ ぞ れ の 基準やガイ ドライ ン
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Table　l　 Indoor　Working　Thermai　Environment　Standards　of 　Foreign　Countries
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に つ い て 概 説 す る。

1−1，ア メ リ カ 暖房 冷凍 空 調 学会 （ASHRAE）

1）AS｝IRAE　　Standard　　62−2001 ：　　Ventilation　　for

Acceptable　IrldoDr　Air 〔）ua ］ity

　居 住 者の 健 康影 響 を最小 限 にす る た め の 換 気 回数 と

室 内 空 気 質 に 関す る 仕様 を定 め て い る。こ の 基 準は 全

て の 室 内 お よ び 密閉空 間に 適用 され る。こ の 基準 は、

室 内 空 気 質 に影響す る化学的、物理 的、生物的因子を

対象 と して い る D 温 熱快適性 は こ の 基準の 対象で は な

い が、湿 度 に 関す る 推奨値 を勧告 し て い る。Standard

62 に よ る と、高湿 度 は、真菌や チ リダ ニ な どの 病 原 体

や ア レ ル ゲ ン の 成 長 を促 進 す る。そ の た め 、居住空 間

の 相対湿 度の 推奨値を 30％〜60％と し て い る。下 限 値 は、

冬季の 低湿 度気候が 想定 され て い る。

2）ASHRAE　Standard　55−2004：　Thermal　Environmental

Conditions　for　Human　Occupancy

　温度、熱 放 射、湿 度、気 流 速度 に 関 す る温 熱 環 境 因

子 の 基 準を 定 めて い る 。 ま た 、活動や着衣量 な どの 個

人 因子 に 関す る基 準 も定 めて い る。

　80％の 居 住 者 が 許 容 可 能 な 作 用 温 度 （operative

temperature ； OT）の 範囲が 定 め られ て い る。夏季は 約

23〜27℃ 、冬季 は 約 20〜24℃ で あ る。大半 の オ フ ィ ス

空 間 が そ の 範 囲 に 入 る。作用 温 度 とは 、空気 温 度、気

流速度、平均放射 温 度及 び 有効 体表 面積 な どで 決 定 さ

れ る生 理 的温 度 指 標で あ る 。 周 壁 温 度 と室 内 乾球 温 度

との 差 が 比 較的大 きい 放射暖房 な どの 温熱指標 と し て

用い られ る。室内気流が 0，2m ／s 未 満 の とき、作 用 温

度は 空気温 度 と平 均放射温 度の 平 均 値 とみ な され る。
1−2．　f呆健省 　　（DHHS）

　保健 省 は、公 衆衛生 サー
ビ ス 施設 （PHS　facilities）

に 関 す る温 熱 環 境 基 準 をマ ニ ュ ア ル と し て 定 め て い る 。

こ の マ ニ ュ ア ル に よ る と、就業時 間中に維持 す べ き夏

季 の 冷房温 度 は 21，1
°

C〜26．7
°
C （70

°
F〜80° F）の

間で あ り、冷房装置 の 調 節 温 度 は 25、6
°

C〜26，7
°
C

（78
°

F〜80QF ） の 問に 設 定 すべ き と され て い る。ま

た、同様 に 冬 季 の 暖房 温 度は 18，3
°
C〜20．0

°
C （65

°

F〜68
°

F） に 維 持す べ き で あ り、非 就業 時間 中は

12．8° C （55° F）未満 に 設 定す べ き と され て い る ，
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1−3，労 働安全衛生局 （OSHA）

　労働省 の 労働安全 衛生 局 が、OSHA　Technical　Manual

にお い て 、オ フ ィ ス に お け る 温 湿度 の ガ イ ドライ ン を

勧 告 し て い る。こ の マ ニ ュ ア ル に よ る と、湿 度 の 制御

範 囲 は 20％〜60％、温度 の 制 御範 囲 は 20
°C〜24、4°C

（68
°
F〜76cF ） を勧告 し て い る。た だ し、こ の 数

値 は 規制値で は ない 。

2 ．カ ナ ダ

　温 熱環境規準に 関す る 法律 は ない が 、カ ナ ダ労 働安

全衛生 セ ン タ ー
（Canadian　Centre　for 　Occupational

Health　and 　Safety ： CCOHS）が 労働環境に おける温熱快

適性 に 関 し て 以 下 の ガイ ドラ イ ン を示 して い る。

（1）
一

般 的 に は 21〜23
°
C 〔69〜73

°
F）の 範囲 内 に維持

す る こ と が 推奨 さ れ る。夏季 に 外 気 温 度が こ の 範 囲 よ

りも 高 い 時 は、屋 外 と外 気 の 間 の 温度 差 を 最 小 限 にす

る た め に、少 しば か り高 い 温 度 に 空調す る こ とが望 ま

し い。

（2）相対 湿 度が 約 5D％に維 持 され る と、オ フ ィ ス 内 の 労

働者 は 呼 吸器系への 影響 を ほ とん ど受けず
．
般 に 快適

で あ る。し か し、湿 度が さ らに 高 くな る と空 気 が こ も

り、息 苦 し さを 感 じる。特 に、気 密性 の 高い 建 物 内 で

は細菌や か び の 成長を助長す る こ とで あ る。

（3）相対湿 度 が 50％を 下 回 る と、粘膜の 乾燥や 皮膚 の 発

疹 を助 長 し て 不 快 とな る。乾燥 状 態 で は オ フ ィ ス 機 器

や そ の 使 用者 に 帯電 が 生 じや す くな る。

（4）0．Zsm ／s 以 下 の 気 流速度 で は 、長 期 間 の 集 中力 が 要

求 され る仕事 で あ っ て も、深 刻 な 注 意 力 の 低 下 を 引 き

起 こ さな い 。

（5）カ ナ ダ規格協会 （CSA）の CSA　Z412−00 「オ フ ィ ス 人

間 工 学 」 に お い て 、カナ ダの オ フ ィ ス 環 境 に お い て 要

求 され る 温 度 と湿 度 が 示 され て い る n こ れ は ASHRAE

Standard　55 − 2004 に 基づ い て 作成 され て い る。

3 ．イ ギ リス

　健康安 全局 （Health　and 　Safety　Executive ： HSE）

が 、職場 の 温 熱快適性 に 関す る 指針 （Thermal 　 comfort

in　the 　workplace − GuiClance　FQr　employers −
）を 1999

年 に 公 表 し て い る。こ の 指針 の 対 象 は 、店舗、オ フ ィ

ス 、工 場 、実験 場 な どの
一

般 的な室 内環 境 で あ る。高

湿 度 の 職場、作業上 特殊な 保護衣 を着用 しなければ な

らない 職場 は対象外で ある。こ の 指針 に よ る と、イ ギ

リス の 大 半 の 国 民 が 許 容 可 能 な温 熱 快適 性 の 範囲は 、

13
°
C （活 動 量 の 多 い 職 場 〉〜30

°
C （デ ス ク ワ

ー
ク 中

心 の 職場）で ある。そ の 他、1992年の Approved　Code　of
Practice　（ACOP）　Regulation　（　Workplace　health，
safety 　and 　welfare ，　Workplace　（Health，　Safety　and

Welfare）　　Regulations　　1992．　 ApProved　Code　 of

Practice）に お い て 、「職場 の 温 度 は 通 常 16
°
C 以 上 に

す べ き で あ る。た だ し、過 酷 な 労 働 を行 う場 合は 13
°

C を ド限 とす る こ とが で きる。た だ し、こ れらの 温度

は、気流速度 や 相対湿度 などの 他 の 因 子 に 依存す る た

め必 ず し も快 適 性 を保 証 す る も の で は な い 。」と勧告 し

て い る。

4 ．フ ィ ン ラ ン ド

4−1幽　環境省　　（Ministry　of 　the　Environment）

　住 宅建築局 （Houstng　 and 　Building　Department）が

管轄 して い る 建 築基 準法 （National　building　 code ）

の part　D2 に 温 熱 環 境 基 準 が 規 定 され て い る。夏季 の

室 温 が 23℃ 、冬 季 の 室 温 が 21℃ 、い ず れ の 季 節 に 限 ら

ず 21℃ 時の 相対湿度が 45％RHで ある。こ の 法律 は建物

（Buildings）を対 象 と した 法 律 で あ る。

4−2、室 内 空 気質気候学会 〔FiSIAQ）

　 フ ィ ン ラ ン ド室 内 空 気 質 気 候 学 会 〔FiSIAQ）が 室 内気

候 分 類 を 作成 して い る。こ の 分 類 は フ ィ ン ラ ン ド環境

省の 支援を受 けて お り、新築 ま た は 改築時の 室 内空気

質 に 関す る 自主 的 な 分類 で あ る 。 オ フ ィ ス ビ ル 、公 共

施 設、学校、保育園、住 宅 な どの 室 内 空 気を対象 と し

て い る。室 内空 気質 と気候 の 目標 値 （Sl，　 S2，13） に

お い て、夏 と冬 の 室 温 、室 温 の 範 囲 か ら一時 的 に外 れ

て も良い 温度、垂 直方向の 温 度差、床 温 度、夏 と冬 の

気流 の 目標値が示 され て い る。夏の 室温 は S1 で 23〜

24℃ 、S2 で 23〜26℃ 、　 S3 で 22〜27℃ とな っ て い る。

最 も低 い 目標値で あ る Sl は 、高齢者、ア レ ル ギ
ー

や 呼

吸 器 系 疾患等 を有す る居 住 者 の 目標 を満 た す 水 準 と定

義 し て い る 。
こ れ ま で 公 共 建 設 の 施 雫 の 多 くは 、中間

の S2 分類 を 採 用 し て きた。　 S3 分類 は 、　 National

Building　Codes （建築幕準法） で 設 定され た 要 求水 準

を満 たす レ ベ ル で あ る が、と き お り 息 苦 し く感 じ る 可

能性 が あ る と定 義 され て い る。

5 ．中 国

　2002 年 11月 19 日、国家環境保護総局 （国家坏境保

ザ
】，M，局　／　State　Environmental　Protection

Administration ： SEPA）、衛 生 部 CE生 部 ／ Ministry

of 　Health）、国 家品 質 監督検 査 検疫総 局 （国家貭量 盤

督栓強 栓疫 恵 局 ／General　Adninistration　ofQuality

Supervision ，Inspection　 and 　quarantine）の 3 っ の

行 政 機関が共 同で 室 内空 気 質基 準 （GB／Tl8883 −2002）

を公布 し た、こ の 基準は 2003年 3月 1 日に施行 され た。

住宅 と オ フ ィ ス の 室 内空 気 質 に対 す る評価に 適 用 され 、

室 内 空 気 質基 準、室 内 空 気 試料採 取、モ ニ タ リ ン グ方

法 が 規 定 され て い る。こ の 基 準 の 中に、夏 と 冬の 室 温 、

同 相対 湿 度、同 気流、風 量 に 関す る基 準 が 規 定 され て

い る。夏 の 室 温 の 基 準 は、22〜28℃ で あ る。

6 ，香港 特別行政区

　 香 港 政 府 が 設 置 した 省 庁 間 室 内 空気 質 管 理 グル ープ

（inter−department　Indoor　Air　Quality　Manage皿 ent

Group ： IAQMG）が 、2003 年 9 月 に オ フ ィ ス と公 共 の 場
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を 対象 と した 室 内空 気 質管理 の 指針 （Guidance　Notes

fQr　the　Management　of 　Indoor　Air　Quality　in　Offices

and 　Public　Places）を公 表 し た。こ の 指 針 は、機 械 換

気や 空 調 設備 を 有す る 建 物や 閉鎖 空 間に 適 用 され る。

しか し、住居 用 建 物 、医療 施 設 、産 業 施 設 に は 適用 さ

れない 。こ の 指針で は 、温熱環境や室 内空 気汚染物質

の 最大濃度 と して 室内空気質 目標 （IAQ　Objectives）が

作成 され て い る。

　室 内空 気 質 目標 は、労働衛 生 基準 が 対 象 と して い る

労働者の 健康だ けで な く、労働者の 快適性 も対象 と し

て い る。また、子 供や 高齢者、化学物質過敏症や免疫

機 能 に 障 害 を有 す る 人 な どの 高感 受 性 集団 も対 象 と し

て い る。温 熱環境 の 目標値 と し て は 、室 温 、相対湿 度 、

気 流 に 関 し て 、そ れ ぞ れ Excellent　 class と GGod

class の 2 つ の 目標値 が 作成 され て い る 。
　Excellent

c ！ass は 、快適 な建 物 が 有す る べ き最良質 な室 内 空気

質、Good　dass は、子 ど もか ら高齢者の 健 康 を保 護す

る 良質 な 室 内 空 気 質 と 定 義 さ れ て い る 。室 温 の

Excellentclass は 20〜25．5℃ 、　 Good　class は 25．5DC

未満 で あ る 。

7 ．シ ン ガ ポー
ル

　 シ ン ガボ
ー

ル は熱帯性気候で 高層 ビル が密集 し て い

る。ビ ル 産 業 は 、省 エ ネ ル ギー
に 対 す る 要 求 と、許容

可 能 な室 内 空気 質を維 持 す る た め の 要 求 の 2 つ に 対応

し な けれ ば な らな い 。シ ン ガ ポ ール 環 境省 は 、室 内空

気 質 ガ イ ドラ イ ン に 関す る報告書 を 1996 年 に公 表 し

て い る。こ の 報告書で 公 表されたガ イ ドライ ン は、ビ

ル 関連疾患（BRI）や シ ッ ク ビル デ ィ ン グ症候群（SBS）が

考慮 され て お り、空 調設備 を有す る オ フ ィ ス ビ ル が 対

象施設 で あ る。温 熱環 境因 子 と して は 、室 温 、相 対 湿

度、気 流に 関す る ガ イ ドライ ン が作成 され て い る。夏

の 室 温 の ガ イ ドラ イ ン は 22．5〜25、5℃ で あ る。

8 ．オ
ー

ス トラ リア

　オース トラ リア 連 邦 （Co  onwealth 　 of 　Australia）

の コ ム ケ ア 〔Comcare）が 公 共 サ
ー

ビ ス オ フ ィ ス の 空 調

と温 熱 快適性 に 関す るブ ッ ク レ ッ トを作 成 して い る。

コ ム ケ ア は 、雇 用 ・職場 関係省 （Department　 Qf

Employment　and 　W。rkplace 　Relations）の 外 局 で あ り、

連 邦 政府 及 び 首 都特 別 区の 職 員 を対 象 とす る労 災 保 険

等 を 所掌 して い る。こ の ブ ッ ク レ ッ トに よ る と、人 間

に とっ て 科学的に 最適な温 度 は存在 しない た め 、オ フ

ィ ス 内で 働 く大多数の 人 た ち が快適 で あ る温 度 を基準

と して 勧告 して い る。そ の 温度 は、個人 の 好み、服 装、

作 業状 態、湿 度な どの 他 の 環 境 因 子 な ど に 依存 し て い

る。　 般 的 な オ フ ィ ス 環 境 の 人 々 に と っ て、23GC 近

辺 が 快適な温 度で あ り、空調 シ ス テ ム は 20
°

C〜26
°
C

の 範囲 内に 調 整す る よ う勧告 し て い る。夏の 服 装 に応

じた 温 度基 準 は 23〜26℃ で あ る。

9 ．ニ ュ
ージーラ ン ド

　オ フ ィ ス の 温 熱 快 適 性 に 関 し て は 、労働 省

（Department　of 　Labour）カi
’
　Health　and 　Safety　in

Emplo翼 ent 　ReguLations　1995 で 規 定 して い る。温 熱

環 境基 準 に 関 し て は 、デ ス ク ワ
ー

ク 中心 の 職場 と活 動

量 の 多い 職場 の それ ぞ れ に 対 して 、夏 と冬 の 室 温 、相

対湿 度、気流速度 の 基準値 が 規定されて い る n 夏の 服

装 に 応 じた 温 度基 準 は、デス ク ワ
ー

ク 中心 の 職場 が 19

〜24℃、と活 動 量 の 多い 職場が 16〜21℃ で ある。

　　　　　　　　　 4 ．ま とめ

　諸 外 国 に お け る 温熱 環 境基準 の 現 状 につ い て 、関連

す る 報告書、関連 学会 の 資 料、関連 論 文 の 調 査 、お よ

び 諸 外 国 の 関係 組 織に 直 接問 い 合わ せ て 最新 の 情 報 を

入 手 した 。 そ の 結 果 を ま と め る と以 下 の 如 くで あ る。

1） 日本 の 建 築物衛生 法 は 、季節 を問わ ず 17〜28℃ と

大 き く範囲 を設 定 して い るの に 対 し、本 調 査の 範囲 で

は 9 ヶ 国 と香港 特別 行 政 区 に お け る 12 機関の うち 8

機関に お い て 、夏 と冬の 基 準 を別 々 に 設 定 し て い た 。

夏 の 温 度 の E限 は イ ギ リス 健 康安 全局 が 30℃ 、中国 と

日本 が 28℃ 、ASHRAE と ア メ リカ保健省 が 27℃ 、カナ

ダ ・香港特別行政区 ・シ ン ガポー
ル ・オー

ス トラ リア

が 26℃、そ の 他 は 21〜23℃ の 範 囲 で 設 定 され て い た。

2）フ ィ ン ラ ン ドと香港 特 別 行 政 区 は 、人 の 感 受性 や 要

求水 準 に 応 じ て 温 熱環 境基 準 を 複数 に 分 類 し て い た 。

ま た、ニ ュ
ージーラ ン ドで は、活 動 量 に応 じて 温 熱 環

境基準を 2 つ に 分類 して い た。日本 に おい て も、着衣

量や職場 の 実態に 応 じた 温 度基準を設 定すべ き と考え

られ る。
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